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 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

 　　こんにちは。原子力研究所です。

 　　今回は、2月28日(金)に世田谷キャンパスで開催した日本原子力学会の関東・
 　甲越支部主催の第18回学生研究発表会について紹介します。
 　　本発表会の実行委員長を原研の松浦准教授が務めました。
 　　支部管内から都市大の他に早大、東海大、電気通信大、科学大、芝浦工大、
 　長岡技科大の学生があつまり、全体で50件の発表がありました。
 　　原子力・放射線分野という非常に幅広い研究テーマの存在する分野ですが、
 　学生限定の発表会ということで、学生同士が切磋琢磨する場になっています。
 　　およそ20年前に開催された第1回も世田谷キャンパスでの開催でした。都市大
 　での開催は今回で3回目です。今後も他大学との連携を深めながら、こうした
 　取り組みを継続していければと考えています。

 　【日本原子力学会　関東・甲越支部のHP】
 　http://www.aesj.or.jp/shibu/kanto/index.html

 －*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－

 ★トピックス
 　・研究所報【通巻50号】を発行しました。
 　　https://atomsun2.atom.tcu.ac.jp/category/bulletin/

 ★利用実績(2月)
 　・放射線業務従事等登録数；業務従事者：64名、指定従事者：66名
 　・一時立入者数(のべ人数)：21名

 ★主なスケジュール
 　 2月(実績)
 　　　1月27日(月)～2月7日(金)　内部監査
 　　　17日(月)　所内・管理室会議
 　　　　　　　　品質マネジメントレビュー会議(所内)
 　　　　　　　　原子力規制庁　日常検査
 　　　18日(火)　原子力規制庁　日常検査
 　　　28日(金)　第18回学生研究発表会＠SC

 　 3月(予定)
 　　　 3日(月)　第58回原子炉安全委員会・第41回放射線安全委員会＠ハイブリッド
 　　　24日(月)　第45回運営委員会＠SC
 　　　26日(水)　所内・管理室会議
 　　※月内に1度程度、原子力規制庁（NRA）の日常検査（フリーアクセス）の実施

 －*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－*－

 ◆書式類のページ
 　https://atomsun2.atom.tcu.ac.jp/guide/format/
 ◆外部との共同研究/受託研究
 　https://atomsun2.atom.tcu.ac.jp/guide/history/external/
 ◆原研のスタッフ紹介
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 　https://atomsun2.atom.tcu.ac.jp/guide/staff/
 ◆マンスリーレポートのバックナンバー
 　https://atomsun2.atom.tcu.ac.jp/category/report/

 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

 【管理室から】

 　　原子炉施設、放射線施設、核燃料施設の管理が適切になされているかを
 　毎年自己点検する取り組みとして、内部監査および品質マネジメントレビュー
 　会議というものを行っています。施設管理を行う教職員に対して、この一年の
 　取り組みや改善点を振り返るインタビュー調査を行い、それに対して品質マネ
 　ジメント管理責任者を中心とした監査チームが評価を行います。
 　　レビュー会議では、そのまとめを共有するとともにさらに各担当からの所感を
 　聞き取り全体で共有するということを行っています。
 　　1960年代にできた施設であるため、健全な状態で維持し続けるためには、
 　丁寧な状態の監視と、不具合の早期発見、早期対処が必要になります。小さい
 　組織ですが、スタッフ間のコミュニケーションを密に取ることが重要です。
 　毎年、年度末には、この思いを新たにしています。

 　【スタッフ紹介】https://atomsun2.atom.tcu.ac.jp/guide/staff/

 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

 ◇問合せ先
 　　本配信内容についてのお問合せは、以下にお願いいたします。
 　　　原子力研究所　羽倉　nhagura[a]tcu.ac.jp

 　～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆

 　　東京都市大学　原子力研究所　　https://atomsun2.atom.tcu.ac.jp/

 　　〒215-0013　神奈川県川崎市麻生区王禅寺971番地
 　　TEL　044-966-6131
 　　FAX　044-955-6071

 　★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～
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